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本日は、お忙しい中で、第９回防災学術連携シンポジウム「低頻度巨大災害を考え

る」をご覧くださり、ありがとうございます。 

日本では毎年のように、地震や風水害が起こります。しかし、地球の営みを考えると、

発生頻度は低いけれども、もし発生すると国難級の被害となる巨大災害が考えられ

ます。火山の大規模噴火、巨大な地震や津波、スーパー台風、広域な大水害、これら

の複合災害などです。なかには対応が難しいものもありますが、科学的な立場からは、

躊躇することなく、これらの可能性と対応策を研究しておく必要があります。 

本日は、新型コロナウイルス感染防止のため、会場への参加をご遠慮いただき、イ

ンターネット中継で公開することになりました。世界中に被害が広がる事態に私たち

がどう対応するのか、どう備えるべきなのか、今、まさに問われています。このたびは、

自然災害が対象のシンポジウムですが、予期せぬ大きな外力への対応を探るという

意味で、これがコロナ対策を考えるヒントになればと願っています。 

本日は、日本学術会議と１６の学会から１８名が低頻度巨大災害について発表しま

す。今後の防災や安全を考えるうえで、極めて重要なテーマです。最後までご視聴の

ほど、よろしくお願いします。 
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